
 

 

 

2026 年 5 月 8 日 

日本郵便株式会社 

 

 

日本郵便株式会社（東京都千代田区、代表取締役社長兼執行役員社長 小池 信也／以下「当社」）は、2025

年 10 月６日に公表したロジスティードホールディングス株式会社及びロジスティード株式会社（以下総称し

て「ロジスティードグループ」）との資本業務提携に基づき、両社で協業推進体制を構築し、国内及び海外に

おける具体的な施策検討・準備を進めてまいりましたので、その進捗についてお知らせいたします。 

 

１ 協業推進体制の構築と検討の進展 

 2025年10月６日のリリース以降、当社及びロジスティードグループは、マネジメント層・事業部門を横断

する協業推進体制を構築し、国内物流、国際物流（フォワーディング）及び海外コントラクトロジスティク

ス等の各領域において、施策の具現化と実行に向けた検討を進めてきました。当初リリースで示した協業の

方向性を踏まえつつ、競争法をはじめとする関係法令への配慮を前提に、実行可能性・事業効果を意識した

具体化・深度化を図っております。 

 

２ 国内における協業の具体化 

 国内においては、当社グループの輸配送・ラストワンマイルネットワークと、ロジスティードグループが

有する 3PLオペレーション・物流 DXのケイパビリティを掛け合わせることによる、物流効率の向上及びサー

ビス品質の高度化に資する具体的な協業テーマについて協議・検討が進展しています。 

 

これまでの協議を通じて、「輸配送・ラストワンマイル領域におけるオペレーション連携」「拠点・車両

ネットワークの活用を通じた効率化」「物流 DX の活用による業務プロセス高度化」など、当社グループ及び

ロジスティードグループ双方の強みを活かした複数の施策を具体的に検討してきました。 

 

これらの施策については、段階的な実行を見据え、今後、両社間の協議を通じて効果・マイルストーンを

精緻化した上で、順次実行に移行していく予定です。 

 

３ 海外における協業加速の取り組み 

 海外においては、当社グループの国際物流事業を担う Toll Holdings Pty Limited（以下「トール社」）傘

下の子会社のうち、フォワーディング事業を営む会社及びアジア地域におけるコントラクトロジスティクス

事業を営む会社に対し、ロジスティード株式会社またはそのグループ関係会社が一部出資を行うスキーム

（以下「本取引」）を通じて、協業を加速させる方向で協議を進め、本日付で基本合意書を締結いたしました。

基本合意内容は以下の通りです。 

 

[基本合意内容] 

トール社の傘下の子会社のうち、①フォワーディング事業を営む会社、及び②コントラクトロジスティク

ス事業（アジア一部地域）を営む会社に一部出資する取引実現に向けた協議及びデューデリジェンスを実

施し、具体的な内容、条件及び実施時期等について両社で検討を進める。 

ロジスティードグループとの資本業務提携に基づく協業の進捗について  

～海外でのロジスティードグループとの協業加速のための基本合意書の締結～ 

 



 

 

また、本取引の実行は、競争法その他の関係法令に基づく必要な手続の完了等を前提とする。 

 

［トール社の概要］ 

（１） 名 称 Toll Holdings Pty Limited 

（２） 所 在 地 Level 8, 530 Collins Street, Melbourne, VIC 3000, Australia 

（３） 代表者の役職・氏名 Thomas Knudsen（Executive Chairman） 

（４） 事 業 内 容 フォワーディング事業・コントラクトロジスティクス事業 

（５） 資 本 金 4,978百万豪ドル 

（６） 直近３年間の連結決算状況 

決算期 2023年３月期 2024年３月期 2025年３月期 

連結営業収益 5,391億円 4,488億円 5,117億円 

連結 EBIT 104億円 95億円 133億円 

 

［ロジスティード株式会社の概要］ 

（１） 名 称 ロジスティード株式会社 

（２） 所 在 地 東京都中央区京橋二丁目９番２号 ロジスティードビル 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 会長兼社長執行役員（CEO）中谷 康夫 

（４） 事 業 内 容 総合物流サービス業 

（５） 資 本 金 100百万円（2026年３月 31日現在） 

（６） 設 立 年 月 日 2022年４月 21日 

（７） 株主及び議決権比率 ロジスティードホールディングス株式会社 100% 

（８） 直近３年間の連結決算状況 

決 算 期 2023年３月期 2024年３月期 2025年３月期 

純 資 産 120,044百万円 557,700百万円 642,485百万円 

総 資 産 912,109百万円 1,559,976百万円 1,755,000百万円 

売 上 収 益 814,310百万円 800,243百万円 910,742百万円 

営 業 利 益 44,136百万円 20,838百万円 37,033百万円 

当 期 利 益 27,410百万円 59,991百万円 31,952百万円 

（注）直近３年間の決算状況については、各年度における決算数値を記載しており、新たに取得した子

会社の決算数値は取得年度以前の決算数値には反映されておりません。 

 

当社の代表取締役社長兼執行役員社長の小池信也は、今回の取り組みについて、次のように述べています。 

「ロジスティードグループは、アジア・パシフィック NO.1の 3PL実績を誇り、グローバルネットワーク、

多様で大口の顧客基盤、高いオペレーション遂行力を有しております。当社は、総合物流企業として更な

る進展を目指すべく、ロジスティードグループとの間で国内外における協業推進体制を構築し、施策の具

現化と実行に向けた検討を進めております。そのような中で、特に、国際物流における協業を加速させる

方向で協議を進め、この度、基本合意書を締結いたしました。当社は今後も、ロジスティードグループと

のパートナーシップを通じ、国内外における物流の高度化と持続的な企業価値向上の実現を目指してまい

ります。」 

 

以 上 


